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ANAグループの概要

民間航空会社として、
2機のヘリコプターで
事業を開始

東京＝グアム線で
初の国際線定期便
を運航

スターアライアンスへ
加入、国際線ネット
ワークを拡大

持株会社制へ移行

空港数 109
路線数 214
*2026年3月末

機材数
296機
（2026年3月末）

グループ従業員数
47,826人
（2026年3月末）

旅客数
6,460万人
(2025年度、内際計)

ボーイング787型機の
ローンチカスタマーで
世界最大のオペレーター

2022年12月に
創業70周年を迎え
現在は

74年目

ANAマイレージクラブ会員数
4,700万人
(2026年3月末)

SKYTRAX社
最高評価
「5スター」
13年連続受賞
(2025年度)

ANA’s Way Survey 
平均スコア 4.04
（2025年度）

＜旅客キロの推移＞
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サステナビリティ経営を加速させたステークホルダーとの対話

✓ ANAグループがどのような未来像・社会像を描いているのか、見えづらい

✓ 独自のビジネスモデルが特定しきれているか

✓ マテリアリティと事業戦略、企業価値とのつながりが不明瞭

✓ 人的資本と企業価値の関係性を定量的に示してほしい

投資家・有識者からの指摘

「独自の企業価値向上ストーリー強化」の取り組みを加速するきっかけに
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サステナビリティ経営の取り組み

価値観
長期戦略

実行戦略

成果とKPI

2024年度 2025年度～

ガバナンス

2．人的資本経営の推進

⚫ 人財への投資を起点とした価値創造サイクルの推進

⚫ 経営層と社員との対話促進

⚫ 付加価値生産性指標

⚫ 価値関連性分析(人的資本と財務価値のつながり可視化)

⚫ 人的資本レポート「Human Capital Story Book」の発行

1．価値創造ストーリーの強化

⚫ 「2035年に目指す姿」の経営議論

⚫ 目指す企業像・社会像の明確化

⚫ マテリアリティの再特定

⚫ ビジネスモデルの特定

⚫ 社会的インパクトの定量化

5．ガバナンス・経営管理の強化

⚫ ロジックツリーの策定

⚫ KPI/CSFマネジメントの導入

⚫ 事業別ROIC管理の導入

⚫ 開示セグメントの変更(2027年度から)

3．ステークホルダーとの対話強化

⚫ 投資家との対話機会の拡充

⚫ 社内IRの強化

4．「価値創造ロードマップ2030」の公表

⚫ 株価・企業価値向上を意識した戦略

⚫ マテリアリティと事業戦略の連関強化

・人財戦略と付加価値生産性指標

・DX戦略の強化と効果額の明確化

・環境コストの開示による予見可能性の向上
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価値関連性分析
～人財施策と売上・利益とのつながりを可視化するため、520種類の指標データを用いた価値関連性分析を実行～
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価値創造ストーリーの強化
～ANAグループが生み出す社会的価値とは何か？経済的価値と社会的価値の同時創造とは？が残された課題に～
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社会的インパクト定量化プロジェクトの目的

従業員エンゲージメントの向上

投資家の視点 社員の視点

企業価値向上ストーリーの解像度向上

ANAグループが生み出す社会への提供価値を定量的に

示し、価値創造ストーリーの解像度を高めることで、中長

期的な企業価値向上への確信(納得感)を醸成する

ANAグループで働く意義や自らの業務の社会への貢献を

明確に示すことで、経営ビジョンを自分事化し、誇りを持って

挑戦し続ける組織文化の醸成とエンゲージメント向上を図る

社会的インパクト
のプロジェクト実行
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社会的インパクト定量化のプロセス

社会的価値のロングリストを作成
（航空事業が生み出す価値に限定）

1．社会的価値の洗い出し 2．データ収集・算出ロジック検討 3．ストーリー化

55項目 28項目 8項目

各インパクトを金額換算 開示に向けてストーリーを整理

A CB× × ＝XXX億円

＜絞り込みの視点＞

・経営戦略上の重要度

・定量化の実現可能性

＜集約・整理の視点＞

・経営ビジョンで目指す姿

・項目同士の主従関係
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社会的インパクトの定量化①
～中期経営戦略の公表時に、グループCEOから資本市場へ発信。統合報告書2026で実績をアップデート～

社会的インパクト

約 3.2兆円

交流・物流による

経済活性化と社会の絆の強化

5,600億円

安全安心で快適な移動による

心の豊かさ向上
1兆9,900億円

早い移動による

時間価値の創出
6,300億円

人とモノの

つながりを拡大
ANAグループの

ファン層を拡大

量的拡大 質的深化

世界の平和と経済活性化へ貢献 「早く、快適で、楽しい」価値を生み出し続ける

ワクワクで満たされる世界を
私たちは、空からはじまる多様なつながりを創り、社員・お客様・社会の可能性を広げていきます。

事業規模・事業領域の拡大 顧客体験価値の最大化

経営ビジョン
（目指す姿）

ビジネスモデル
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社会的インパクトの定量化②
～インパクトの内訳詳細に加えて、ネガティブインパクトや今後の方針についても明示～

ANAグループが目指す姿 社会的インパクト 項目 金額（億円）

人々の往来や物流を通じて、
世界と日本の平和と活力ある経済へ貢献

交流・物流による
経済活性化と社会の絆の強化

相互理解促進による世界平和・経済発展への貢献 2,587

グローバルな物流サービス提供による貿易・経済活性化への貢献 1,864

航空インフラを担うことによる発展途上国の経済格差解消 1,155

「早く、快適で、楽しい」価値を通じて、
世界の人々の心豊かな暮らしに貢献

安全安心で快適な移動による
心の豊かさ向上

航空便の利用により創出する移動先での幸福実感 36,178

空港・機内での安心感や期待を超えた非日常体験の創出 4,494 

家族・友人への訪問を通じた社会的つながりの実感 2,370

Total Impact [A] 48,648

航空事業 売上収益 [B] 23,132

[A]-[B] 25,516

ANAグループが目指す姿 社会的インパクト 項目 金額（億円）

「早く、快適で、楽しい」価値を通じて、
世界の人々の心豊かな暮らしに貢献

早い移動手段による時間価値の創出 他の交通モードより早く到着できることによるビジネス・交流の機会創出など 6,397

※上記以外の社会的インパクト（※定量化の前提となる比較対象が他項目と異なるため、上記に含めず）

※2024年度実績をもとにアビームコンサルティング(株)と共同で算出、早稲田大学の柳良平教授が監修しました

※算出に必要なマクロデータは、世界各国や政府機関などの公的機関の公開データや、国内外の査読済み学術論文を出所としています

※上記のほか、航空事業のCO2排出によって社会・環境に与えるネガティブインパクト(△4,670億円)を認識しており、トランジション戦略の実行により当該影響額の低減に取り組みます

※前項に記載した「心の豊かさ向上」のインパクト額は、上記3項目の合計額(約4.3兆円)から航空事業の売上収益(約2.3兆円)を控除した金額です

※算出ロジックの詳細や社会的インパクト定量化に関する課題については、統合報告書等での開示や投資家・有識者との対話を通じて適宜共有・議論の上、必要に応じて見直しを実施します
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人的資本の強化の可視化
～社会的インパクトの定量化に課題がある中での、人的資本強化にむけた施策の進捗可視化～

人財施策の4つの柱

① 個の力の成長

② 組織の力の成長

③ チームスピリット

④ 働く基盤の強化

【社外】 4つの人財施策の柱に対し、施策・指標・目標を設定し、統合報告書にて開示

【社内】 ダッシュボードでタイムリーに可視化し、KPIマネジメント体制で進捗管理
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【例】 人的資本の強化に関する可視化①（統合報告書2026 抜粋）

ANAグループの社員が、自らの目標や価値観に合わせて主体的に働くことで、成長することややりがい

を実感することを目指すとともに、自身のスキルや市場価値を高めることで世界を舞台に活躍できる実

力を身につけ、経営戦略の達成との両立を目指します。

アクション

• 全グループ社員がデジタルを活用し変革を実践（ANAグループ総デジタル人財化）

• 社員が「プロ」を目指し、戦略的に個のスキル向上を図るため、専門性向上やリスキリングに

向けたプログラム／コンテンツを充実し、その受講や利用を促進

• デジタルにかかわる資格・検定の昇格要件化（例：ANA 総合職の管理職昇格要件）
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社会的インパクト
（大分類）

社会的インパクト
（中分類）

詳細ロジック 算出ロジック インパクト額
(億円)

インパクト額
小計(億円)

インパクト額
合計(億円)

1
交流・物流による
経済活性化と社会の絆の強化

相互理解促進による
世界平和・経済発展への貢献

相互理解促進による世界平和・経済発展への
貢献_訪日外国人

日本への再訪意向を持った訪日外国人レジャー旅客数*1×訪日
旅行における平均観光消費額

1,644

2,460

5,247

相互理解促進による世界平和・経済発展への
貢献_日本発旅客

他国への再訪意向を持った日本発のレジャー旅客数*1×海外旅行
における平均観光消費額

816

グロｰバルな物流サービス提供による
貿易・経済活性化への貢献

物流サービス提供による粗付加価値誘発効果
貨物売上高をインプットとして、物流サービス提供による粗付加価
値誘発効果（GDP貢献）を産業連関表より算出

1,795 1,795

航空インフラを担うことによる
発展途上国の経済格差解消

ANAグループの旅客移動による
FDI増加額_東南アジア

東南アジア便のビジネス旅客数*1

×旅客1人あたりのFDI(海外直接投資)増加額
922

991
ANAグループの旅客移動による
FDI増加額_インド

インド便のビジネス旅客数
×旅客1人あたりのFDI(海外直接投資)増加額

68

2
安全安心で快適な移動による
心の豊かさ向上

航空便の利用により創出する
移動先での幸福実感

フライトを通じて実現する移動先での幸福・喜
び・興奮

国際線・国内線*2のレジャー旅客数*1×レジャー旅客の旅行先での
活動時間×幸福・喜び・興奮感情への支払意思額

31,348 31,348

37,003

空港・機内での安心感や
期待を超えた非日常感の創出

期待を超えた非日常体験_ANA国際線 空港・機内で「快適、楽しさ、特別感」を感じた旅客数 (国際線・
国内線のCX Surveyの当該シーンで高スコアの割合) ×サービス
提供時間×余暇時間の価値

109

3,449
期待を超えた非日常体験_ANA国内線 348

空港・機内での安心・平静
空港・機内で安心・平静の感情を感じたお客様の数*1

×(平均空港滞在時間+平均フライト時間)×安心・平静感情への
支払意思額

2,991

家族・友人への訪問を通じた
社会的つながりの実感

家族・友人訪問を通じた社会との繋がり創出の
価値_国際線 国際線・国内線のVFR旅客数*1×孤独感解消割合

×孤独感解消によるウェルビーイング向上額

558

2,205
家族・友人訪問を通じた社会との繋がり創出の
価値_国内線

1,647

3
早い移動手段による
時間価値の創出

他の交通モードより早く到着できるこ
とによるビジネス・交流の機会創出
など

他の交通モードより早く到着できることによるビジ
ネス・交流の機会創出

お客様の総移動距離(旅キロ) *1÷他輸送モードと比較した早さ
(時速差)×移動時間短縮の価値額

5,543

5,580 5,580
他の輸送モードより貨物を早く輸送することによ
る経済活性化

有償トンキロ×他輸送モードと比較した早さ(時速差)
×輸送時間短縮の価値額

36

4 気候変動抑制
CO2排出量削減を通じた
気候変動抑制

航空事業を通じたCO2排出によって
社会・環境に与えるネガティブインパクト

CO2排出量*
×CO2排出量1トンあたりの社会・環境へのインパクト額

△4,107 △4,107 △4,107

参考：2024年度 社会的インパクト 詳細

*1 対象：ANAブランド+Peach *2 国内線は700km以上の路線の旅客数(航空機での移動が主流となる移動距離) 14
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ANAグループが目指す姿
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私たちは、空からはじまる

多様なつながりを創り、

社員・お客様・社会の可能性を

広げていきます。

2030年度

ANAグループ経営ビジョン
人とモノのつながりを拡大し、

「早く*、快適で、楽しい」

価値を生み出し続け、

ステークホルダーに信頼される企業

人々の往来や物流を通じて、

世界と日本の平和で豊かな社会と、

活力ある経済、

そして持続可能な未来へ貢献する

目指す

企業像

社会への

価値提供

* 「早く」は、目的地に早く移動する、手続きをスムーズにするなど、

時間価値や時間効率を追求すること
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PBR2倍の実現に向けた価値創造戦略
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PBR ＝ ROE × PER

収益性の向上

①国際旅客事業の持続的成長

②国際貨物事業の成長、ANA×NCAのシナジー創出

③国内旅客事業の構造改革

期待成長率の向上

資本コントロール 資本コストの低減

①機動的な自己株式取得（発行済株式数の削減）

②資本配分の規律を強化（厳格化・最適化）

①有利子負債の着実な返済による財務リスクの低減

②社債型種類株式の活用による資本の入れ替え

③環境コストの定量化による財務ビジビリティの向上

④業績ボラティリティの低減とダウンサイドリスクへの耐性強化

①成田空港の拡張機会を捉えるための積極投資

②当社グループの強みである人的資本のさらなる強化

③DXによる高付加価値経営の推進

事業戦略

財務戦略

マテリアリティ
への対応

マテリアリティ
への対応

本戦略での説明パート
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マテリアリティへの対応を通じた企業価値向上
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トランジション戦略の遂行

競争優位を
確立するための

重要課題

持続的に
成長するための

重要課題

経済的価値の
創出メカニズム

航空輸送の社会インフラ お客様

人財

DX

安全 ガバナンス

人権環境
サプライチェーン上における
人権リスクの抑制

安全・あんしんの追求

顧客体験価値の向上

付加価値の高いサービス専門性向上、チームスピリットの発揮

事業規模・事業領域の拡大

輸送量・販売量の増加

固定費比率の低減

単価上昇、リピート率向上

生産性向上

PER向上

ROE向上

PBR2倍

戦略の実効性を高める
仕組みの強化

人とモノのつながりを拡大
（量的拡大）

ファン層を拡大
（質的深化）

ビジネスモデル

期待成長率の向上

資本コストの低減

売上高の増加
規模の経済

売上高の増加
限界利益率の改善
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人的資本の強化に関する可視化②（統合報告書2026 抜粋）
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人的資本の強化に関する可視化③（統合報告書2026 抜粋）
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人的資本の強化に関する可視化④（統合報告書2026 抜粋）
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人的資本の強化に関する可視化⑤（統合報告書2026 抜粋）
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